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3-1 各種霊長目における四肢運動機構および咀嚼機構
の機能形態学的解析 
大石元治, 浅利昌男（麻布大・獣医） 
対応者：遠藤秀紀 
昨年度は，ニホンザルの肩・肘関節に跨がる 12筋
肉 17部位について筋形状を計測し，筋重量が等しくて
も，筋束の長さによって筋張力の指標となる筋肉の生理
学断面積（PCSA）が大きく変わることを確認した．そ
こで，今回はニホンザルと比べて樹上傾向が強いと考え
られているカニクイザルとの比較を試みた．それぞれ，
3個体，左側上肢を用いた．対象とした筋肉は前年度と
同じであり，筋重量比，PCSA比を各筋肉（部位）につ
いて求め，t検定を行った．結果，筋重量比，PCSA比
ともに大部分の筋肉で類似していた．しかし，筋重量比
では，カクニイザルの三角筋棘部，中烏口腕筋がニホン
ザルに比べ大きかった（p<0.05）．また，信頼度 95%で
は有意な差が認められなかったが，ニホンザルでは上腕
三頭筋内側頭が，カクニイザルでは腕橈骨筋がそれぞれ
大きい傾向を示した（p<0.1）．PCSA比においては，カ
クニイザルの方が三角筋棘部と腕橈骨筋について有意
に大きい結果となった（p<0.05）．今後は，今回認めら
れた差異が，ロコモーションの差異を反映しているかを
検討するため，標本数を増やし個体差の影響を抑える一
方，地上傾向の強いヒヒ類や，逆に樹上傾向の強いリー
フモンキー類などの他の種の観察を進めていく予定で
ある． 
 
3-2 上肢運動の生後発達にともなう脳内神経成長関連
タンパクの発現変化 
肥後範行（産総研・脳神経情報） 
対応者：大石高生 
マカクザルの生後発達過程において，手指の巧緻動
作の発達は比較的遅く，生後半年以降に成熟することが
知られている．第一次運動野から脊髄運動ニューロンへ
と至る単シナプス性経路（皮質運動神経投射）が生後に
形成されることが上肢運動機能の発達の構造的基盤と
なっていると考えられている一方，脳内神経回路の変化
に関してはこれまであまり注目されてこなかった．手指
の動作発達の基盤となる脳内神経回路変化を明らかに
するために，神経突起の構造変化にかかわる神経成長関
連タンパクに着目し，その発現をニホンザルおよびアカ
ゲザルの運動皮質において調べた．その結果，神経成長
関連タンパクであるGAP-43およびneurograninの発現は
生後 2から 6ヶ月のサルの運動皮質において一過性に上
昇することが明らかになった．発現の上昇は皮質運動神
経投射の起始する 5層の大型錐体細胞だけでなく，主と
して皮質間結合を担う 3層の錐体細胞においてもみら
れた．本研究結果は，GAP-43や neurograninの関わる神
経回路形成が生後数ヶ月の運動皮質内で生じ，これが手
